
 
 

 

県民健康調査「甲状腺検査【本格検査（検査５回目）】」実施状況 

令和 3年 6月 30日現在 

Ⅰ 調査概要 

１. 目的  

子どもたちの健康を長期に見守るために、甲状腺の状態を把握するための先行検査及び甲

状腺の状態を継続して確認するための本格検査（検査 2回目、検査 3回目、検査 4回目）に

引き続き、本格検査（検査 5回目）を実施する。 

 

２. 対象者 

震災時福島県にお住いの概ね 18歳以下であった全県民（平成 4年 4月 2日から平成 24年 4

月 1日までに生まれた福島県民） 

 

３. 実施期間 

  令和 2年 4月から（令和 2年度～令和 4年度） 

（１）18歳以下の対象者 

令和 2年度から令和 4年度の 3か年で実施 

（２）19歳以上の対象者 

年齢（学年）ごとに実施 

令和 2年度：平成 10年度、12年度生まれの方 

令和 3年度：平成 11年度、13年度生まれの方 

令和 4年度：該当年度なし 

（３）25歳時の節目の検査対象者 

20歳を超えた方は、5 年ごとの節目の検査を実施 

令和 2年度：平成 7年度生まれの方 

令和 3年度：平成 8年度生まれの方 

令和 4年度：平成 9年度生まれの方 

なお、報告については別途行う。 

 

４. 実施機関（令和３年６月３０日現在の協定締結数） 

福島県から委託を受けた福島県立医科大学が、対象者の利便性も考慮し、福島県内外の医療

機関等と連携して検査を実施している。 
（１）一次検査 

(ⅰ) 県内検査実施機関 84か所 

(ⅱ) 県外検査実施機関 127か所 

 

 （２）二次検査 

(ⅰ) 県内検査実施機関 5か所（福島県立医科大学を含む） 

  (ⅱ) 県外検査実施機関 37か所 

 

５．検査方法 

（１）一次検査 

超音波画像診断装置により甲状腺の超音波検査を実施。 

     なお、検査の結果は、以下の基準により複数の専門医により判定している。 
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  (ⅰ) A判定：（A1）結節やのう胞を認めなかった場合 

   (A2) 5.0㎜以下の結節や 20.0㎜以下ののう胞を認めた場合 

  (ⅱ) B判定：5.1㎜以上の結節や 20.1㎜以上ののう胞を認めた場合 

A2の判定内容であっても、甲状腺の状態等から二次検査を要すると判断した

場合も含む。 

  (ⅲ) C判定：甲状腺の状態等から判断して、直ちに二次検査を要する場合 

（２）二次検査 

一次検査の結果、B判定または C判定となった場合は、二次検査の対象となる。二次検

査では、詳細な超音波検査、血液検査及び尿検査を行い、必要に応じて穿刺吸引細胞診

を実施する。早期に診察が必要と判断した方については優先的に二次検査を実施する。 

なお、二次検査の結果、診療（予定）となる方がいる。 

（３）検査の流れ 

図 1.検査の流れ 

６．実施対象年度別市町村 

  令和 2年度～令和 4年度の各実施対象市町村は次のとおり。（18歳以下の対象者） 

図 2．実施対象年度別市町村（県内小中学校） 

図 3．実施対象年度別市町村（県内高等学校等） 

  なお、集計については当初計画の 2か年度ごとに集計する。 

…甲状腺検査の範囲

令和 2年度一次検査実施市町村（18市町村） 

令和 3年度一次検査実施市町村（7市町村） 

令和 4年度一次検査実施市町村（34市町村） 

令和 4年度一次検査実施市町村（34市町村） 

令和 3年度一次検査実施市町村（25市町村） 

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により、令和２年度分

の小中学校における検査については、令和２年９月から開始

された。 
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Ⅱ 調査結果概要（令和３年６月３０日現在） 

１．一次検査結果 

（１）一次検査実施状況 

令和 3年 6月 30日までに 32,404人（12.8%）の検査を実施した。 

そのうち、24,882人（76.8%）の受診者について検査結果が確定し、結果通知を発送した。 

検査結果は A1判定の方が 7,844人（31.5%）、A2判定の方が 16,747人（67.3%）、B判定

の方が 291人（1.2%）、C判定の方は 0人であった。 

 
 

 

 

 

 

・小数で表示されている数値は、その下の位で四捨五入を行っている。以降の表も同様である。 

・5年ごとの節目に検査を行う対象者（平成 4年度～平成 9年度生まれ）を除いている。節目

の検査対象者については、別途、計上する。 

・平成 4 年度生まれの対象者（約 23,000 人）は平成 29 年度、平成 5 年度生まれの対象者(約

22,000人)は平成 30年度、平成 6年度生まれの対象者（約 22,000人）は平成 31年度（令和

元年度）、平成 7年度生まれの対象者（約 21,000人）は令和 2年度、平成 8年度生まれの対

象者（約 21,000人）は令和 3年度、平成 9年度生まれの対象者（約 20,000人）は令和 4年

度に検査を実施する。 

 

 

 

ｱ ｲ ｳ

65

0 (0.0)7,844 (31.5) 16,747 (67.3) 291 (1.2)

(3.1) 0 (0.0)1,368 (64.5)

24,882 (76.8)

(69.3) 689 (32.5)2,122

合計 252,850 32,404 (12.8) 4,416

令和3年度
（2021年度）

実施対象市町村計
107,986 3,064 (2.8) 508

Ｃ  ｷ (ｷ/ｳ)

令和2年度
（2020年度）

実施対象市町村計
144,864 29,340 (20.3) 3,908 226 (1.0) 0 (0.0)22,760 (77.6) 7,155 (31.4) 15,379 (67.6)

対象者数
（人）

受診者数（人） 結果判定数（人）

受診率
  (%) うち県外

受診

判定率
  (%)

判定区分別内訳(割合(%))

Ａ 二次検査対象者

 (ｲ/ｱ)  (ｳ/ｲ) Ａ１  ｴ (ｴ/ｳ) Ａ２  ｵ (ｵ/ｳ) Ｂ  ｶ (ｶ/ｳ)

ｱ ｲ (ｲ/ｱ) ｳ (ｳ/ｱ) ｴ (ｴ/ｱ) ｵ (ｵ/ｱ)

合計 24,882 291 (1.2) 146 (0.6)

0 (0.0) 15,501 (68.1)

(1.5)

(0.5)

0 (0.0) 16,903 (67.9)

0 (0.0) 1,402 (66.1)
令和3年度

（2021年度）
実施対象市町村計

2,122 65 (3.1) 31

令和2年度
（2020年度）

実施対象市町村計
22,760 226 (1.0) 115

結果判定数（人）

ｱに対する結節・のう胞の人数(割合(%))

結節 のう胞

5.1mm以上 5.0mm以下 20.1mm以上 20.0mm以下

表 1.一次検査進捗状況 

表 2.結節・のう胞の人数・割合（詳細は別表１のとおり） 
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（２）年齢階級別受診率 

  各年度 4月 1日時点の年齢階級別の受診率は表 3のとおり。 

 

 

注 年齢階級は、各年度 4月 1日時点の年齢。 

 

（３）本格検査(検査 4回目)結果との比較 

   本格検査（検査 5回目）を受診した方の本格検査（検査 4回目）結果との比較については

表 4のとおり。 

検査 4回目で A判定（A1及び A2判定）と判断された 22,668 人のうち、検査 5回目で A判

定（A1及び A2判定）は 22,520人（99.3%）、B判定は 148人（0.7％）であった。 

また、検査 4 回目で B 判定と判断された 122 人のうち、検査 5 回目で A 判定（A1 及び A2

判定）は 19人（15.6%）、B判定は 103人（84.4％）であった。 

 

 

注 1 上段は検査 5 回目結果確定者の検査 4 回目検査結果（人）。検査 4 回目結果総数の内訳

ではない。 

注 2 上段は検査 4回目結果に対する検査 5回目の検査結果内訳（人）。下段は割合（％）。 

8～11歳 12～17歳 18～24歳

144,864 37,067 61,908 45,889

29,340 13,397 13,280 2,663

20.3 36.1 21.5 5.8

9～11歳 12～17歳 18～24歳

107,986 19,722 45,057 43,207

3,064 368 721 1,975

2.8 1.9 1.6 4.6

252,850 56,789 106,965 89,096

32,404 13,765 14,001 4,638

12.8 24.2 13.1 5.2

計
年齢階級別内訳

令和2年度（2020年度）
実施対象市町村計

年齢階級  注

対象者数(人）　ア

受診者数（人）　イ

受診率（％）　イ／ア

合　　　　　計

対象者数(人）　ア

受診者数（人）　イ

受診率（％）　イ／ア

令和3年度（2021年度）
実施対象市町村計

年齢階級  注

対象者数(人）　ア

受診者数（人）　イ

受診率（％）　イ／ア

A1 A2

ｲ
（ｲ/ｱ）

ｳ
（ｳ/ｱ）

7,844 5,747 2,073 24 0

(100.0) (73.3) (26.4) (0.3) (0.0)

14,824 1,359 13,341 124 0

(100.0) (9.2) (90.0) (0.8) (0.0)

122 4 15 103 0

(100.0) (3.3) (12.3) (84.4) (0.0)

0 0 0 0 0

(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

2,092 734 1,318 40 0

(100.0) (35.1) (63.0) (1.9) (0.0)

24,882 7,844 16,747 291 0

(100.0) (31.5) (67.3) (1.2) (0.0)

C

受診なし

計

本格検査
（検査4回目）結果

計　注１

ｱ

本格検査（検査5回目）結果内訳　注2

A

B
ｴ

(ｴ/ｱ）

C
ｵ

（ｵ/ｱ）

本
格
検
査

（
検
査
4
回
目

）
検
査
結
果

A

A1

A2

B

表 4.本格検査（検査 4 回目）結果との比較 

表 3.実施対象市町村における年齢階級別受診率 
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２．二次検査結果 

（１）二次検査実施状況 

令和 3 年 6 月 30 日までに、対象者 291 人のうち 175 人（60.1%）が受診し、そのうち 144

人(82.3.%)が二次検査を終了した。 

その 144人のうち、詳細な検査の結果、15人(A1相当 0人と A2相当 15人)(10.4%)は、一

次検査基準で A1、A2の範囲内であることが確認された（甲状腺に疾病のある方を含む）。129

人(89.6%)は、A1・A2 相当以外と確認された。 

 

 

 

（２）細胞診等結果 

   穿刺吸引細胞診を実施した方のうち、3 人が悪性ないし悪性疑いの判定となった。 

3人の性別は男性 0人、女性 3人であった。 

 

表 6.細胞診結果 

ア 令和 2年度（2020年度）実施対象市町村 

・悪性ないし悪性疑い 2人 注 

・男性：女性      0人：2人  

イ 令和 3年度（2021年度）実施対象市町村 

・悪性ないし悪性疑い 1人 注 

・男性：女性     0 人：1人  

ウ 合計 

・悪性ないし悪性疑い 3人 注 

・男性：女性      0人：3人 

注 手術症例については別表 2のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｱ ｲ ｳ (ｳ/ｲ) ｴ (ｴ/ｳ) ｵ (ｵ/ｳ) ｶ (ｶ/ｳ) ｷ (ｷ/ｶ)

対象者
数

（人）

受診者数（人） 結果確定数(人）

受診率
(%)

確定率
(％）

A1・A2相当以外

うち細胞診受診者

(ｲ/ｱ)

Ａ１相当 Ａ２相当

(4.7)

令和3年度
（2021年度）

実施対象市町村計
65 32 (49.2) 25 (78.1) 0 (0.0) 2

(0.0) 13 (10.9) 106
令和2年度

（2020年度）
実施対象市町村計

226 (89.1) 5

合計 291 175 (60.1) 144

(8.0) 23 (92.0) 2

(83.2) 0143 (63.3) 119

(8.7)

(89.6) 7 (5.4)(82.3) 0 (0.0) 15 (10.4) 129

表 5.二次検査進捗状況 
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３．こころのケア・サポート 

検査対象者へのこころのケア・サポートとして、次の取組を行っている。 

（１）一次検査のサポートについて 

甲状腺検査対象者に対して、公共施設等の一般会場では、検査結果説明ブースにおいて、

検査終了後、医師が超音波画像を提示しながら結果の説明を行った。 

   令和2年4月以降、令和3年6月30日現在で、全会場で検査結果説明ブースを設置し、受診者

822人のうち822人（100％）が利用した。 

 

（２）出張説明会・出前授業について 

検査対象者や保護者に対して甲状腺検査の理解を深めるため、出張説明会や出前授業を実

施した。 

   令和2年4月以降、令和3年6月30日現在で、6会場で392人に対して説明等を行った。 

なお、延べ人数は15,478人となっている。 

    

（３）二次検査のサポートについて 

福島県立医科大学内にサポートチームを立ち上げ、二次検査対象者に対して、心配や不安

へのこころのケア・サポートを行い、その他WEB相談による質問・相談を受け付けるなどの

対応を行っている。 

なお、本格検査（検査5回目）開始以降、令和3年6月30日現在で、110人のサポートをして

おり、性別は男性40人、女性70人であった。この方々に延べ169回の相談対応等をしてお

り、その内訳は初回受診時110回（65.1％）、2回目以降受診時59回（34.9％）であった。  

また、保険診療移行後についても病院のチームと連携し、継続して支援を行っている。 
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別表１ 

1 検査結果確定者の年齢及び性別 

 

 

 

 

 

 

  

8～11歳 1,366 1,229 2,595 2,711 2,786 5,497 8 10 18 0 0 0 4,085 4,025 8,110

12～17歳 1,898 1,586 3,484 3,866 4,087 7,953 38 66 104 0 0 0 5,802 5,739 11,541

18～24歳 799 966 1,765 1,433 1,864 3,297 48 121 169 0 0 0 2,280 2,951 5,231

合計 4,063 3,781 7,844 8,010 8,737 16,747 94 197 291 0 0 0 12,167 12,715 24,882

女性 計 男性 女性 計男性 女性女性 計
年齢階級

男性 女性 計 男性 計 男性

  　判定・性別 Ａ
Ｂ Ｃ 合計

Ａ１ Ａ２

令和 3 年 6 月 30 日現在 

(単位 人) 
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2 結節の有無及び大きさ 

 

 

 

 

 

男性 女性

24,445 12,023 12,422 Ａ1 98.2%

23 7 16

123 43 80

191 55 136

58 20 38

27 12 15

6 2 4

9 5 4

24,882 12,167 12,715

結節の有無・大きさ 全体 判定区分 割合

なし

Ａ2

5.1～10.0mm

Ｂ 1.2%

10.1～15.0mm

15.1～20.0mm

20.1～25.0mm

　　25.1mm～

0.6%
3.1～5.0mm

～3.0mm

計

令和 3 年 6 月 30 日現在 

(単位 人) 
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3 のう胞の有無及び大きさ 

 

 

 

 

男性 女性

7,979 4,111 3,868 Ａ1

9,815 5,024 4,791

6,063 2,682 3,381

1,005 345 660

18 5 13

2 0 2

0 0 0

0 0 0

24,882 12,167 12,715

のう胞の有無・大きさ 全体 判定区分 割合

なし
71.5%

～3.0mm

Ａ2

3.1～5.0mm

28.5%
5.1～10.0mm

10.1～15.0mm

0.000%

15.1～20.0mm

20.1～25.0mm
Ｂ

　　25.1mm～

計

令和 3 年 6 月 30 日現在 

(単位 人) 
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別表 2 

悪性ないし悪性疑い者の手術症例 

 

 

 

１ 令和 2年度（2020年度）実施対象市町村 

 ・悪性ないし悪性疑い 2人（手術実施 0人） 

２ 令和 3年度（2021年度）実施対象市町村 

 ・悪性ないし悪性疑い 1人（手術実施 1人：乳頭癌 1人） 

３ １～２の合計 

 ・悪性ないし悪性疑い 3人（手術実施 1人：乳頭癌 1人） 
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